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C O N T E N T S

2005年4月、理工学部開設へ 
 時代の要請を先取りした 
21世紀対応の教育を目指します。 

正門前のサインが新しくなりました 

！ 

成蹊気象観測所が 
環境大臣賞を 
受賞 
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成
蹊
学
園
で
は
、
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
「
新
・
成
蹊
創
造
プ
ラ
ン
」

の
も
と
、
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
機
能
を
備
え
た
大
学
図
書
館
を
二

〇
〇
六
年
秋
の
開
館
を
目
指
し
新
築
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
図
書
館
の
設
計
は
、
成
蹊
出
身
で
新
ポ

ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー（
フ
ラ
ン
ス
）の
設
計
コ
ン

ペ
で
第
1
位
を
獲
得
し
た
、
国
際
的
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
坂
茂（
ば
ん
し
げ
る
）氏
と
三

菱
地
所
設
計
と
が
共
同
で
あ
た
り
ま
す
。

新
図
書
館
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
成
蹊
学
園
の
象

徴
で
あ
る
本
館
を
中
心
と
し
た
既
存
建
物
の

レ
ン
ガ
の
外
壁
イ
メ
ー
ジ
を
出
来
る
限
り
継
承

さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
図
書
館
西
側
の
欅

並
木
を
借
景
と
す
る
た
め
に
、
新
図
書
館
の
中

央
部
は
外
壁
を
全
面
ガ
ラ
ス
に
し
て
、
そ
の
ア

ト
リ
ウ
ム
空
間
と
欅
並
木
と
が
融
合
し
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利用者の用途に合わせた三種類の閲覧室

□閲覧スペース
アトリウム内の一階から五階までの各階に設けられた閲覧スペースは、
気軽に一人でも小グループでも利用できるフレキシブルな空間です。

□個人閲覧室
開架書架スペースの周囲に設けられた個人閲覧室は、ガラスによってそ
れぞれ区切られた空間を個人で専有でき、完全な静寂を得ることが出来
ます。ここでは利用者が長時間快適に過ごせるよう、窓から外が見える
ようになっています。また自然光と空調はそれぞれ個別に調整すること
が可能です。

□グループ閲覧室
大小のサイズがあるグループ閲覧室は、ゼミやグループごとの閲覧、研
究、ディスカッションに適しています。吹き抜けのアトリウム空間の中
に浮かぶように独立した閲覧室です。

成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
国
際
化
」と
と
も
に
、「
情
報
化
」

を
推
進
す
る
た
め
に
、
多
彩
な
情
報
機
能
を
備
え
た「
知
の
拠
点
」と
な
る
大
学
情
報
図
書
館

（
仮
称
）の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
明
る
く
、
美
し
く
、
暖
か
い
建
物
」。
全
学
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
学
術
文
献
、

図
書
、
資
料
な
ど
の
情
報
が
瞬
時
に
利
用
・
発
信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

成蹊大学情報図書館概要

設　　計：（株）坂茂建築設計・（株）三菱地所設計のジョイント
構造規模：鉄筋コンクリート造　鉄骨造　地上5階、地下2階
軒　　高：15ｍ
延床面積：10,965㎡
座 席 数：約1,000席
収蔵冊数：約120～150万冊（現行図書館の約2倍）
工　　期：2005年1月着工、2006年6月竣工予定

大
学
情
報
図
書
館
の

新
設
に
つ
い
て

（
二
〇
〇
六
年
秋
開
設
予
定
）

開架書架 
個室閲覧室 
閲覧スペース 
グループ閲覧室 

5F

各階の概要 

開架書架 
個室閲覧室 
閲覧スペース 
グループ閲覧室 
視聴覚資料室 

リファレンスカウンター 

4F

開架書架 
個室閲覧室 
閲覧スペース 
グループ閲覧室 

3F

開架書架 
個室閲覧室 
閲覧スペース 
PCコーナー 
事務スペース 

メインカウンター 

2F

開架書架 
個室閲覧室 
閲覧スペース 

リフレッシュエリア 
ブラウジングエリア 

事務スペース 
サブカウンター 

1F

貴重書庫 
事務室 

B1F

自動化書庫 
機械室 

B2F

この仕様および図面は2004
年5月の基本設計段階のもの
です。今後施工設計段階で変
更される場合があります。

本誌7ページから建築家坂茂
氏のインタビュー「桃李の
人々」を掲載しています。こち
らもぜひご覧ください。



物質生命理工学科 
□主な学習分野 

いずれも人類が解答を出し得ていない
未知の領域です。対象となる学問分野は
幅広く、特に境界領域における基礎学力
の養成を重視します。物理･化学・生物を
三本柱として学べる、新しいコン 
セプトの総合理工学科です。 

バイオテクノロジー・医薬、環境科学・エネ
ルギー、機能性材料・ナノテクノロジーなど 

エレクトロメカニクス学科 
□主な学習分野 
ロボット、自動車・機械、エネルギー、 
エレクトロニクス、経営・人間工学など 

機械・電気電子・経営情報を融合したカ
リキュラムで、モノづくりの基盤技術を学
習します。高性能な機械や電子機器を、ユー
ザーの使いやすさから生産コストまで考
慮しながら設計開発できる広い視野と総
合判断力を持つ技術者を養成します。 

情報科学科 
□主な学習分野 
コンピュータ、LSI、情報通信、情報処理、 
情報数理、システム管理など 

ソフトウェア技術、ハードウェア技術、そ
してソフトとハードを組み合わせたシス
テムの構築・管理技術を三位一体で学習
します。少人数指導によるコンピュータ
演習により実務的なスキルを身に付ける
ことにも力を注ぎます。 

【社会的使命③】 

知の活用 
さまざまな産業を支える
基盤技術の発展に貢献し、
社会を活性化する。 

【社会的使命①】 

知の創出 
人類が共通課題とする未
知の領域に当たる学問分
野において、革新的科学
技術の創造に挑む。 

【社会的使命②】 

知の伝達と共有 
あらゆる社会活動に不可
欠となったコンピュータの
活用技術と、情報基盤技
術の進化に取り組む。 
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2005年4月、
工学部は理工学部へ。

時代の要請を先取りした21世紀対応の教育を目指します。

21
世
紀
を
迎
え
た
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
工
業
化
社
会
か
ら
知
識
社
会

へ
の
変
革
が
進
行
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ

に
対
応
し
た
新
し
い
科
学
技
術
を
身

に
つ
け
た
人
材
へ
の
要
望
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
本
学
で
は
社
会
が
要
求
す

る
革
新
的
か
つ
複
雑
・
高
度
な
科
学
技

術
の
諸
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
と
し
、
こ
れ
に
必
要
な
理
学
・
工
学

に
わ
た
る
学
際
的
な
教
育
を
実
施
す

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
既
存
の

工
学
部
に
替
わ
り
理
工
学
部
を
開
設

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

科
学
技
術
の
発
展
は
日
進
月
歩
の

た
め
、
そ
の
先
端
ば
か
り
を
流
行
の
よ

う
に
追
っ
て
い
る
と
、
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
な
い
と
い
う
矛
盾
も
起
こ
り

え
ま
す
。
ど
ん
な
状
況
に
対
し
て
も

応
用
が
利
く
の
は
、
確
か
な
基
礎
力

で
す
。
そ
こ
で
理
工
学
部
は
、
科
学
技

術
の
基
礎
と
な
る
理
学
科
目
の
強
化

を
図
り
、
基
礎
学
力
を
着
実
に
身
に

付
け
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
実
験
･
演
習
と
い
っ
た
体
験

型
学
習
と
、
卒
業
後
の
将
来
を
展
望

す
る
力
を
養
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
充
実
さ

せ
、
社
会
に
対
す
る
意
識
と
社
会
で

の
実
践
力
を
養
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
際
的
分
野
に
属
す
る
科
目
を
数
多

く
設
置
す
る
と
同
時
に
、
現
代
的
な

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
人
文
科
学
や
社

会
科
学
の
科
目
を
自
由
に
選
択
で
き

る
よ
う
に
し
、
時
代
と
社
会
に
対
す
る

広
い
視
野
と
総
合
的
な
判
断
能
力
が

養
え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
に
設
置
さ
れ
る
の
は
、

「
物
質
生
命
理
工
学
科
」、「
情
報
科
学

科
」、「
エ
レ
ク
ト
ロ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
科
」

の
3
学
科
で
す
。
こ
れ
ら
は
学
問
的
な

枠
組
み
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、
現
代
が
大
学
に
求
め
る
社
会
的

ニ
ー
ズ
、
言
い
か
え
れ
ば
理
工
系
学
部

の
社
会
的
使
命
に
基
づ
く
分
類
に
よ

っ
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の

「
い
ま
」
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

人
々
が
待
ち
望
む
新
し
い
科
学
技
術

の
創
造
と
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

社会の変化 
工業社会 

大量に生産した物を、 
大量に消費する時代 

知識社会 

人間中心の時代、 
共生と持続性の時代 

科学技術の 
課題の変化 

多品種少量生産 

あらゆる生命に深く関わる 
基本的問題への取り組み 

時代の変化に即応する 
不断のイノベーション 

効率重視の大量生産 

生活の利便性の追求 

教育の変化 

工学部 

学問体系による 
学科構成 

機械工学科 
電気電子工学科 
応用化学科 

経営・情報工学科 
物理情報工学科 

理工学部 

社会的課題に 
対応した学科構成 

物質生命理工学科 
情報科学科 

エレクトロメカニクス学科 

20世紀 21世紀 

基礎理学の 
重要性 

科学技術の 
学際化 

理工学部の教育テーマ 

理工学部が目指すもの 

意欲醸成型カリキュラム 

科学技術への興味と 
意欲を引き出す 

学習成果を自覚でき、新しい
ことへ挑戦できる創造的活
力を養います。 

自ら考えることのできる 
基礎学力の向上 

知識の量より質を重視し、実
際に使いこなせる基礎力を
身に付けます。 

広い視野から総合的に 
判断できる力の養成 

確かな専門感覚と社会人と
しての素養という2つの広い
視野を獲得します。 

興味・進路別に自分に合っ
た学習ができる 

将来を展望しやすく、やる
気と意欲が発揮できる 

厳選された内容の少人数
教育で授業が分かる 

充実した理学系基礎科目
で基礎学力を徹底 

豊富な体験型学習で考え
る力、自主性が身に付く 

専門で必要な学問分野の
知識を広く得られる 

知識社会の進展に 
貢献しうる人材の育成 

理
工
学
部
開
設
の
背
景

社
会
的
使
命
に
よ
っ
て

分
類
さ
れ
た
3
学
科

理
工
学
部
開
設
の
特
色

2004年度から成蹊大学大学院工学研究科は、文部科学省が進める私立大学学術
研究高度化推進事業の一環である「ハイテク・リサーチ・センター整備事業」によ
り、私立大学における最先端の個性的な研究プロジェクトとして、設備、研究ス
タッフ等への総合的な支援を受けることになりました。このプロジェクトは、「人
にやさしい」をキーワードとした次世代の無機材料や有機・バイオ材料、そして
生活サポートシステムの開発と評価を行うものであり、本学はその研究拠点とし
てもさらなる拡充が図られることになります。

研究開発プロジェクトテーマは次のとおりです。
①「人にやさしい次世代無機材料の開発と評価」
②「人にやさしい次世代有機・バイオ材料の開発と評価」
③「人にやさしい次世代生活サポートシステムの開発と評価」

ハイテク・リサーチ・センターに選定されました



二
〇
〇
五
年

少
人
数
教
育
の
実
施
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二
〇
〇
五
年
度
、
小
学
校
創
立
九
〇

周
年
を
迎
え
る
「
春
」
…
成
蹊
小
学
校

の
学
び
舎
で
は
新
し
い
胎
動
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
新
し
い
」
と
い
っ

て
も
ま
っ
た
く
過
去
に
見
ら
れ
な
か
っ

た
動
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創
立
か
ら

戦
前
ま
で
、
そ
の
こ
と
は
ご
く
当
た
り

前
の
現
象
だ
っ
た
の
で
す
。
創
立
者
中

村
先
生
は
教
育
の
原
点
に
「
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
さ
れ
る
、
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
」
＝
「
三
〇
人
学
級
」
を
置
き

数
々
の
実
践
を
通
し
て
世
に
問
う
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
、
そ
の
創
立
の

原
点
に
立
ち
戻
り
、
さ
ら
に
新
し
い
時

代
へ
大
き
な
飛
躍
の
一
歩
を
歩
み
出
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻

い
て
い
る
数
々
の
蠢
き
の
中
で
「
小
学

校
ら
し
い
小
学
校
」を
常
に
追
い
求
め
、

「
小
学
校
で
学
ぶ
べ
き
基
礎
・
基
本
」

と
そ
の
周
り
に
あ
る
「
ゆ
と
り
、
あ
そ

び
」
の
部
分
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

本
気
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
学
年
が
い
ち
ど
き
に
少
人

数
教
育
へ
と
移
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
現
段
階
で
は
施
設
の
器
と
い
う

面
か
ら
無
理
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で

二
〇
〇
五
年
度
は
低
学
年（
一
〜
三
年
）

小学校長

岡崎忠彦

を
四
学
級
体
制
と
し
、
一
ク
ラ
ス
の
人

数
を
限
り
な
く
二
八
名
に
近
づ
け
て
い

き
ま
す
（
一
年
生
は
二
八
名
四
学
級
完

全
実
施
）。
以
降
毎
年
一
学
年
ず
つ
段

階
的
に
少
人
数
教
育
へ
と
移
行
し
て
い

き
ま
す
。
小
学
校
地
域
が
再
開
発
さ
れ

施
設
面
の
条
件
が
完
備
さ
れ
る
二
〇
〇

八
年
度
に
は
、
全
学
年
少
人
数
教
育
が

形
の
上
で
完
成
す
る
運
び
と
な
っ
て
い

ま
す
。

二
〇
〇
五
年
度
仮
校
舎
で
の
始
動
、

戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
と
異
な
る
疲
れ
や
痛
み
も
伴
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
保
護
者
や
世
間
か
ら

の
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
か
な
ら
ず

や
良
い
結
果
を
生
み
出
す
緊
張
の
ひ
と

こ
ま
と
し
て
捉
え
、
総
力
を
あ
げ
て
、

知
恵
と
努
力
で
「
新
成
蹊
教
育
」
を
創

造
し
て
い
き
ま
す
。

と
に
か
く
、
私
た
ち
は
今
、
動
き
始
め

ま
す
。
新
し
き
胎
動
を
肌
に
感
じ
な
が

ら
、
さ
ら
に
さ
ら
に
よ
り
よ
い
教
育
を

め
ざ
し
て
始
動
し
て
い
き
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
度
は

一
学
級
二
八
名
と
い
う
思
い
き
っ
た

少
人
数
教
育
は
、
私
立
小
学
校
と
し
て

も
公
立
小
学
校
と
し
て
も
、
同
規
模
校

で
は
他
に
例
を
み
な
い
取
り
組
み
で

す
。
現
在
の
学
級
三
八
名
か
ら
二
八
名

へ
と
、
目
前
の
子
ど
も
た
ち
が
一
〇
名

も
減
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は
一
人
ひ
と

り
に
対
応
し
た
本
来
の
心
の
通
う
教
育

の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
表
情
か
ら
そ
の
子
の
思
い
を
読
み
取

る
よ
う
な
、
温
か
で
き
め
細
や
か
な
教

育
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

少
人
数
教
育
は
管
理
し
や
す
さ
を
求

め
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
即
座
に
感
じ
取

れ
る
感
性
と
技
量
が
私
た
ち
教
師
に
は

よ
り
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
私
た
ち
は

変
わ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

求
め
、
将
来
を
切
り
開
く
実
践
的
な

「
成
蹊
人
」
を
う
み
出
す
た
め
に
…
。

少
人
数
教
育
で
は

私
た
ち
は
変
わ
り
ま
す
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創立100周年事業の一環として建設が予定されている
「大学情報図書館」（仮称）の設計を担当するのが、OBの建築家・坂茂さん。
“紙の建築家”として、世界的に著名な建築家です。
「成蹊学園の教育が私の建築に対するポリシーに多大な影響を与えている」と語る坂さんに、
成蹊学園時代の思い出を振り返っていただきました。

第 2 回

坂 茂
Shigeru Ban

建築家

個
を
尊
重
す
る

成
蹊
学
園
の
教
育
方
針
が

私
の
〝
人
ま
ね
拒
否
〞
の
ポ
リ
シ
ー
に

結
実
し
て
い
ま
す

│
│
先
日
、
出
演
さ
れ
た
N
H
K
テ
レ
ビ

『
よ
う
こ
そ
先
輩
』（
2
0
0
4
年
5
月
9
日

放
送
）で
、
成
蹊
小
学
校
の
5
年
生
を
相
手

に
授
業
を
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
内

容
の
授
業
だ
っ
た
の
で
す
か
。

坂

2
回
に
分
け
て
授
業
を
行
っ
た
の
で
す

が
、
1
回
目
は
紙
で
作
る
椅
子
、
2
回
目
は

同
じ
く
紙
を
利
用
し
た
仮
設
住
宅
を
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
せ
っ
か
く

成
蹊
小
学
校
で
授
業
を
行
う
わ
け
で
す
か

ら
、
単
に
モ
ノ
を
作
る
こ
と
が
主
眼
で
は
な

く
、
国
際
感
覚
と
い
う
か
、
世
界
に
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
授
業
を
心

が
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
生
徒
に
事
前

に
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
災
害
、
紛
争
を
調

べ
さ
せ
て
、
1
回
目
の
授
業
で
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た『
世
界
が
も
し
1
0
0

人
の
村
だ
っ
た
ら
』（
原
作：

ド
ネ
ラ
・
メ
ド
ウ

ズ
、
再
話：

池
田
香
代
子
）を
朗
読
し
て
、

「
い
か
に
自
分
た
ち
が
恵
ま
れ
て
い
る
か
を

考
え
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
将
来
ど
ん
な
仕

事
に
つ
く
に
し
て
も
、
ど
ん
ど
ん
海
外
に
活

動
の
場
を
求
め
て
、
世
界
中
を
幸
せ
に
す

る
努
力
を
し
な
い
と
、
今
後
自
分
た
ち
が

幸
せ
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
ん
だ
よ
」
と

語
り
か
け
ま
し
た
。
2
回
目
の
授
業
の
テ

ー
マ
を
、「
仮
設
住
宅
を
作
る
」に
し
た
の
も
、

災
害
に
遭
遇
し
て
困
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の

手
助
け
と
い
う
観
点
を
意
識
し
た
も
の
で

す
。

│
│
仮
設
住
宅
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で

制
作
し
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

坂

38
人
の
生
徒
を
、
同
じ
よ
う
な
ア
イ
デ

ア
を
持
っ
て
い
る
生
徒
同
士
で
5
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ま
し
た
。
1
回
目
と
2
回
目
の

授
業
の
間
に
2
週
間
ほ

ど
海
外
出
張
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
間
に
各
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
、
ス
ケ
ッ

チ
と
小
さ
な
模
型
を

作
ら
せ
て
、
e
メ
ー
ル

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
私
の

オ
フ
ィ
ス
に
送
付
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
、

私
が
実
際
に
制
作
可

能
な
も
の
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
、
授
業
で
制
作
し
た
わ
け
で
す
。
最
初

は
パ
ー
ツ
を
切
る
作
業
が
中
心
で
退
屈
し

て
い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
形

に
な
っ
て
く
る
と
面
白
く
な
っ
た
よ
う
で
、

作
業
の
ス
ピ
ー
ド
が
あ
が
り
、
全
グ
ル
ー
プ

が
夕
方
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
物
大
で
モ
ノ
を
作
る
チ
ャ
ン
ス

は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
生
徒
に

と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

│
│
で
き
あ
が
っ
た
作
品
に
つ
い
て
の
ご
感

想
は
い
か
が
で
す
か
。

坂

か
な
り
本
格
的
な
作
品
が
多
く
感
心

し
ま
し
た
。
小
学
生

な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク

な
発
想
に
富
ん
だ
作

品
も
あ
り
ま
し
た
。

と
く
に
私
が
興
味
深

く
感
じ
た
の
は
、
滑
り

台
を
つ
け
た
り
、
屋
根

の
上
に
の
ぼ
れ
る
よ
う

な
仮
設
住
宅
を
作
り

た
い
と
い
う
グ
ル
ー
プ

が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。

理
由
を
聞
く
と「
被
災

し
て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、

そ
の
気
持
ち
を
癒
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

な
建
物
に
し
た
い
」
と
い
う
の
で
す
。
子
ど

も
で
な
け
れ
ば
気
が
つ
か
な
い
面
白
い
発
想

だ
と
思
い
ま
し
た
。

│
│
坂
さ
ん
が
建
築
家
を
め
ざ
さ
れ
た
き

っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

坂

も
と
も
と
、
幼
少
の
頃
か
ら
大
工
さ

ん
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
近
所
に
建
築

現
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
現
場
で
遊

ん
だ
り
、
木
切
れ
を
拾
っ
て
き
て
モ
ノ
を
作

る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
小
学
生
に
な
っ
て

か
ら
も
、
学
校
で
好
き
な
時
間
は
、
図
工

と
体
育
と
給
食
と
い
う
タ
イ
プ
の
子
ど
も
で

し
た
し
…（
笑
）。
お
し
ゃ
べ
り
好
き
で
、い

わ
ゆ
る
優
等
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

成
蹊
学
園
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
そ
ん

な
少
し
型
破
り
な
生
徒
で
も
、
型
に
は
め

よ
う
と
せ
ず
、
長
い
目
で
見
て
育
て
て
く
れ

る
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
こ
と
で
す
。
担
任

の
先
生
は
皆
、
図
工
や
体
育
が
好
き
な
ら
、

そ
れ
を
一
生
懸
命
頑
張
り
な
さ
い
と
い
っ
た

N
H
K『
よ
う
こ
そ
先
輩
』で

後
輩
た
ち
を
相
手
に
授
業

建
築
と
ラ
グ
ビ
ー
の
両
立
が

小
学
校
時
代
の
夢
だ
っ
た

NHK『ようこそ先輩』で、坂さんの指導のもとに、
成蹊小学校の生徒が制作した作品
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坂　茂（ばん・しげる）
昭和32年東京生まれ。成蹊高校卒業後、南カリフォル
ニア建築大学に留学。昭和59年クーパー・ユニオン建
築学部卒業。昭和60年、坂茂建築設計設立。現在、
建築家として活躍するかたわら、慶應義塾大学教授も
務める。毎日デザイン賞大賞、日本建築家協会新人賞
などを受賞。著書に『紙の建築 行動する』（筑摩書房）
などがある。

感
じ
で
し
た
。
真
の
意
味
で
個
を
大
切
に

し
て
く
れ
る
学
園
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
│
な
る
ほ
ど
。
小
学
校
時
代
か
ら
の
図

工
好
き
が
高
じ
て
建
築
家
の
道
を
歩
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

坂

建
築
家
志
向
を
決
定
づ
け
た
の
が
、

中
学
の
技
術
家
庭
の
授
業
で
す
。
簡
単
な

住
宅
の
設
計
方
法
を
習
い
、
制
作
し
た
の
で

す
が
、
そ
れ
が
誰
よ
り
も
早
く
上
手
に
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
自
分
が
建
築
の
仕

事
に
向
い
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は「
自
分
の
家
を
設
計

す
る
」
と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
、
張
り
切
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
庭
の
木
を
ひ
ね
る

と
家
の
中
の
電
気
が
つ
く
仕
掛
け
も
工
夫

し
ま
し
た
。
技
術
家
庭
の
先
生
に
ほ
め
ら

れ
、
学
校
に
飾
ら
れ
た
こ
と
も
い
い
思
い
出

で
す
。
そ
れ
が
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。
中
学
生
の
時
に
自
分
の
家
を
設
計
す

る
課
題
が
出
て
い
な
け
れ
ば
、
建
築
家
に
な

っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）。
私

は
、
学
校
と
は
、
自
分
が
将
来
何
に
な
り

た
い
か
を
見
つ
け
る
場
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
の
興
味
・
関
心
を
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
先
生
方
に
出
会
え
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。

│
│
ス
ポ
ー
ツ
も
何
か
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
で
す
か
。

坂

小
学
生
の
時
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
当
時
、
N
H
K
テ
レ
ビ
に『
3
つ

の
目
』と
い
う
番
組
が
あ
り
ま
し
た
。
様
々

な
小
学
校
の
生
徒
が
、
ク
イ
ズ
に
解
答
す
る

番
組
で
す
。
そ
の
番
組
で
、
成
蹊
小
学
校
の

生
徒
が
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、
な

ぜ
か
私
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は
科

学
的
な
テ
ー
マ
な
の
で
、
理
科
が
得
意
な
生

徒
が
選
ば
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
先
生
か
ら「
坂
く
ん
は
お
し
ゃ
べ
り
好

き
だ
か
ら
出
な
さ
い
」と（
笑
）。
理
科
は
得

意
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
答
え
ら

れ
な
い
の
で
は
と
困
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
何

と
そ
の
回
の
テ
ー
マ
が
ラ
グ
ビ
ー
だ
っ
た
の
で

す
。
ラ
グ
ビ
ー
に
く
わ
し
い
小
学
生
な
ん
て

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
か
ら
、
も
う
私
の
独
壇

場
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
高
校
生

の
頃
ま
で
の
夢
は
、
将
来
、
建
築
の
勉
強
と

ラ
グ
ビ
ー
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。

│
│
ラ
グ
ビ
ー
の
成
績
は
い
か
が
だ
っ
た
の
で

す
か
。

坂

高
校
2
年
生
の
時
に
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
ボ
ジ
シ
ョ
ン
は
ナ
ン
バ
ー
8
で

す
。
意
気
揚
々
と
出
か
け
た
の
で
す
が
、
1

回
戦
で
強
豪
・
大
阪
工
業
大
学
付
属
高
校

と
対
戦
し
、
惨
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も

う
少
し
通
用
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
全
国
レ
ベ
ル
と
の
差
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ラ
グ
ビ
ー
の
世
界
で
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
の
は
難
し
い
、
建
築

へ
の
道
一
本
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
決
意
し

ま
し
た
。

│
│
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
な
が
ら
、
建
築

関
係
の
勉
強
も
続
け
て
い
た
の
で
す
か
。

坂

え
え
。
ラ
グ
ビ
ー
も
建
築
も
有
名
な

早
稲
田
大
学
の
入
試
で
は
デ
ッ
サ
ン
の
試
験

も
課
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
高
校
1
年
か

ら
絵
か
き
の
ア
ト
リ
エ
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
2
〜
3
年
生
の
時
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の

練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
夜
間
の
美
術
系
予

備
校
に
も
通
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
頃

読
ん
だ
建
築
雑
誌
に
、
ア
メ
リ
カ
の
名
門
、

ク
ー
パ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
の
紹
介
と
、
同
校
の
学

部
長
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
大
学
で
学
び

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
留
学
を
め

ざ
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

│
│
当
時
は
ま
だ
海
外
留
学
は
め
ず
ら
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
。

坂

母
が
婦
人
服
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、

毎
年
の
よ
う
に
パ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
私
の
留
学

志
望
も
抵
抗
な
く
理
解
し
て
く
れ
ま
し

た
。そ

れ
に
、
成
蹊
学
園
は
伝
統
的
に
国
際

色
豊
か
な
学
園
で
す
。「
国
際
学
級
」が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
海
外
経
験
豊
富
な
生
徒

が
周
囲
に
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
外
国
人
の

生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国
籍
も
人

種
も
関
係
な
い
。
何
の
違
和
感
も
な
く
交

流
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
雰
囲
気
の
も
と

で
学
ん
で
い
た
た
め
、
私
に
と
っ
て
は
海
外
留

学
も
普
通
の
選
択
の
1
つ
と
い
っ
た
感
覚
で
し

た
。
海
外
留
学
が
特
別
な
こ
と
の
よ
う
な

感
じ
が
し
な
い
こ
と
自
体
が
、
本
当
は
特
別

な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

こ
の
よ
う
に
、
小
学
校
時
代
か
ら
自
然

な
か
た
ち
で
国
際
感
覚
を
養
え
た
こ
と
は
、

私
の
建
築
家
と
し
て
の
活
動
に
も
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ン
ピ

ド
ー
セ
ン
タ
ー
分
館（
2
0
0
7
年
開
館
予

定
）の
設
計
を
は
じ
め
と
し
て
、
仕
事
の
約

9
割
が
海
外
な
の
で
す
。

│
│
坂
さ
ん
の
建
築
家
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

坂

建
築
の
歴
史
を
見
る
と
、
一
時
的
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
誕
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
長
続
き

は
し
ま
せ
ん
。
新
し
い
材
料
や
構
造
が
開

海
外
留
学
が
特
別
な
も
の
と

感
じ
な
い
こ
と
自
体
が

本
当
は
特
別
な
こ
と
!?

建
築
家
に
は〝
赤
ひ
げ
〞的
な

活
動
が
あ
っ
て
も
い
い
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第 2 回
坂 茂／建築家

会
的
弱
者
を
救
う
活
動
を
展
開
し
て
い
る

人
も
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
建
築
家
に

は
そ
の
意
識
が
希
薄
な
の
で
は
な
い
か
。
も

っ
と
建
築
家
も
、
自
分
の
知
識
・
技
術
を
還

元
し
て
、
社
会
へ
の
貢
献
に
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
き

た
の
で
す
。

│
│
そ
れ
が
、
紙
を
活
用
し
た
住
宅
を
、ア

フ
リ
カ
の
難
民
住
宅
と
し
て
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
に
提
案
し
た
り
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
ト
ル
コ
地
震
の
被
災
地
で

仮
設
住
宅
と
し
て
実
現
し
た
り
、
と
い
っ
た

活
動
に
結
実
し
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。

坂

た
だ
し
、
正
直
な

と
こ
ろ「
社
会
派
」
と
い

っ
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
る
こ
と
に
は
抵
抗
が

あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

建
築
家
に
と
っ
て〝
赤
ひ

げ
〞
的
な
活
動
も
1
つ

の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

│
│
紙
を
活
用
し
よ
う

と
発
想
さ
れ
た
の
は
、

環
境
へ
の
配
慮
も
あ
っ
た
の
で
す
か
。

坂

い
え
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

が
紙
を
材
料
に
使
用
し
は
じ
め
た
の
は
、

1
9
8
6
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
は
、

ま
だ
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
薄
く
、
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
言
葉
自
体
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
単
に
、
物
を
捨
て
ず
に
大
切
に

使
う
、
弱
い
物
を
弱
い
な
り
に
使
う
と
い
う

発
想
か
ら
始
め
ま
し
た
。
で
す
か
ら
「
環

境
に
や
さ
し
い
建
築
家
」と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を

貼
ら
れ
る
の
も
本
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
活
動
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
や
っ
て
い

発
さ
れ
た
時
に
こ
そ
、
新
し
い
造
形
が
誕

生
す
る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
今
ブ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

追
い
、
人
ま
ね
を
す
る
の
は
絶
対
避
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
自
分
で
新
し
い
材
料
や
構
造
を

開
発
し
た
い
の
で
す
。

│
│
確
か
に
、
坂
さ
ん
は
、
F
A
X
用
紙
の

芯
を
ヒ
ン
ト
に
、
紙
管
で
建
物
を
支
え
る
方

法
を
考
案
さ
れ〝
紙
の
建
築
家
〞と
呼
ば
れ

る
な
ど
、
新
し
い
材
料
や
構
造
を
次
々
に

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

坂

も
う
1
つ
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
高
校
時
代

に
本
格
的
に
建
築
家
を
志
し
た
時
に
、
残

念
に
思
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
欧
米
で
は
建
築
家
は
医
師
や
弁
護

士
と
同
程
度
の
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
が
あ

る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
重

き
が
置
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
理
由
の
1
つ
は
、
日
本
で
は
意
匠
に
携

わ
っ
た
人
よ
り
も
、
実
際
に
作
っ
た
人
を
尊

重
す
る
面
が
あ
る
こ
と
で
す
。
今
で
も
、
一

般
の
人
に
、
あ
の
建
物
を
作
っ
た
の
は
誰
で

す
か
と
聞
く
と
、
建
築
家
の
名
前
で
は
な

く
、
建
設
会
社
の
名
前
を
答
え
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。
そ
の

文
化
の
違
い
だ
と
あ
き
ら
め
て
い
た
の
で
す

が
、
仕
事
を
続
け
る
う
ち
に
気
が
つ
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
建
築
家
は
古
く
は
教
会

や
貴
族
な
ど
、
特
権
階
級
の
た
め
の
建
築

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
国
、
自

治
体
や
企
業
の
依
頼
に
よ
る
仕
事
が
中
心

で
す
。
権
力
、
パ
ワ
ー
を
視
覚
的
に
示
す
の

が
建
築
物
と
い
う
側
面
が
あ
る
の
で
す
。
そ

れ
は
建
築
家
の
宿
命
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も

あ
り
、
一
概
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
医
師
、
弁
護
士
に
社

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

│
│
と
こ
ろ
で
、
成
蹊
学
園
で
は
、2
0
1
2

年
に
迎
え
る
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
て
、

様
々
な
改
革
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
坂
さ
ん

も
、「
大
学
情
報
図
書
館
」（
仮
称
）の
設
計

を
手
が
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
図
書
館
を
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

坂

私
は
、
幼
稚
園
児
の
頃
、
初
め
て
成

蹊
学
園
の
ケ
ヤ
キ
並
木
と
本
館
を
見
て
、

憧
れ
の
よ
う
な
気
持
ち

を
抱
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
子
ど
も
心

に
、
都
会
に
こ
ん
な
素

敵
な
場
所
が
あ
る
の
か

と
感
じ
入
っ
た
の
で
す
。

今
思
う
と
、
こ
の
時
が
、

私
が
建
築
物
に
感
動

を
覚
え
た
最
初
の
経
験

だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
ま
わ
っ
て
い
る
と
、

日
常
的
に
素
晴
ら
し
い

建
築
物
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
こ
と
が
、い
か

に
人
々
の
生
活
や
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
か
、
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
成
蹊
学
園
の
恵
ま
れ
た
空
間
を
大
切

に
し
た
い
。
い
か
に
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰

囲
気
、
と
く
に
本
館
と
の
調
和
を
ど
う
は

か
る
か
が
、
今
回
の
設
計
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

│
│
か
な
り
斬
新
な
設
計
に
な
る
よ
う
で

す
ね
。

坂

両
側
に
書
庫
を
並
べ
て
、
中
央
を
ガ

ラ
ス
張
り
の
ス
ペ
ー
ス
に
し
ま
す
。
ケ
ヤ
キ

並
木
を
建
物
の
中
に
取
り
込
み
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
ガ
ラ
ス
に
透
け
て
ケ
ヤ
キ

並
木
が
見
え
、
疲
れ
た
時
の
癒
し
効
果
も

あ
る
は
ず
で
す
。

も
う
1
つ
配
慮
し
た
の
は
、
気
軽
に
学
生

が
集
ま
る
空
間
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
最
近
の
学
生
は
試
験
前
に
な
ら
な
い

と
な
か
な
か
図
書
館
を
利
用
し
よ
う
と
し

な
い（
笑
）。
私
は
、
そ
れ
は
図
書
館
独
特
の

窮
屈
さ
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

以
前
か
ら
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
閲
覧
室
に
大
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
て
い

る
の
に
、
隣
の
人
と
話
す
の
は
タ
ブ
ー
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
本
を
読
ん
で
感
動
し

た
時
に
、
そ
の
気
持
ち
も
他
人
に
伝
え
た

い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
静

け
さ
が
確
保
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、い
く
つ
か
の
層
に
分
け
て
、
入

口
に
近
い
と
こ
ろ
は
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん

で
も
い
い
し
、
お
茶
を
飲
ん
で
も
い
い
ブ
ラ
ウ

ジ
ン
グ
エ
リ
ア
と
カ
フ
ェ
に
し
ま
し
た
。
大

閲
覧
室
も
お
し
ゃ
べ
り
自
由
な
空
間
で
す
。

一
方
で
、
一
人
で
勉
強
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
書
棚
の
周
り
に
ガ
ラ
ス
張
り
の
個
室
閲

覧
室
も
用
意
し
ま
し
た
。

│
│
学
生
た
ち
が
気
軽
に
集
う
ス
ペ
ー
ス
に

な
り
そ
う
で
す
ね
。

坂

ア
メ
リ
カ
で
は
、
結
婚
に
際
し
て
、
伴

侶
と
一
緒
に
母
校
を
訪
れ
て
記
念
撮
影
を

し
て
い
る
風
景
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
そ
れ

だ
け
母
校
が
大
切
な
メ
モ
リ
ア
ル
の
場
所
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
成
蹊
学
園
の
こ
の
素

晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
そ
こ
に
集
っ
た
す
べ

て
の
人
々
に
と
っ
て
、
よ
り
大
切
な
空
間
に

な
る
よ
う
に
、
私
も
建
築
設
計
の
仕
事
を

通
し
て
お
手
伝
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
／
広
報
課

伊
藤
昌
弘
）

「大学情報図書館」の模型

ケ
ヤ
キ
並
木
や
本
館
と
融
合
さ
せ
た

図
書
館
の
設
計
を
構
想
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国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
四
年
四
月
開
設
）

世
界
を
見
つ
め
る
目
、
成
蹊
か
ら

学
園
縦
断
型
の
組
織
設
立
に
よ
り

国
際
化
に
即
し
た
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

低
年
齢
の
う
ち
か
ら
一
貫
し
た
国
際
理
解
の

た
め
の
教
育
を
行
う
こ
と
は
社
会
の
要
請
で

も
あ
り
ま
す
。
本
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
国

際
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま

で
が
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
総
合
学
園
の

利
点
を
活
か
し
、
教
育
機
関
と
し
て
の
社
会

的
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

経
済
経
営
学
科
（
二
〇
〇
四
年
四
月
開
設
）

二
十
一
世
紀
、

新
し
い
大
学
教
育
の
創
造
に
向
っ
て

情
報
化
・
国
際
化
の
時
代
に
即
し
た

「
自
立
し
た
職
業
人
」を
育
成
し
ま
す
。

従
来
の
二
学
科
を
統
合
し
、
学
ぶ
側
の
視
点
に
立
ち
、
五
つ
の
コ
ー
ス
と
二

つ
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。「
自
立
し
た
職
業
人
」
の
養
成
を
目
指
し
、

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
を
目
指
す
向
上
心
あ
ふ
れ
る
学
生
に
、
情
報
化
・
国
際
化
を

リ
ー
ド
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
教
育
を
行
い
ま
す
。

法
科
大
学
院
（
二
〇
〇
四
年
四
月
開
設
）

伝
統
あ
る
少
人
数
教
育

企
業
法
務
に
強
い
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

双
方
向
型
授
業
形
態
に
基
づ
い
た
密
度
の
濃
い
授
業
。

理
論
と
実
務
を
架
橋
し
た
法
学
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

伝
統
の
成
蹊
教
育
の
理
念
で
あ
る
個
性
重
視
の
「
人
格
の
陶
冶
」
を
背
景

に
、高
度
の
専
門
的
な
法
的
知
識
を
実
践
的
に
活
用
す
る
能
力
の
育
成
と
、

豊
か
な
人
間
性
を
基
礎
と
し
た
法
曹
と
し
て
の
職
業
倫
理
を
身
に
つ
け
、

社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

経済経営学科5つのコース
①社会と環境コース

②組織と人間コース

③企業と戦略コース

④金融と会計コース

⑤経済と政策コース

100周年記念事業経過報告
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理
工
学
部
（
二
〇
〇
五
年
四
月
開
設
予
定
）

知
識
社
会
の
進
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

理
工
学
部
創
設
へ

基
礎
分
野
と
学
際
領
域
を
充
実
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。

科
学
技
術
と
広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

時
代
の
大
き
な
変
化
に
伴
い
、
サ
イ
エ
ン
ス
は
二
十
一

世
紀
の
社
会
に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
課
題
に
取
り

組
む
た
め
に
、
工
学
部
が
理
工
学
部
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
従
来
の
工
学
的
な
学
問
領
域
を
廃
し
、
こ
の

社
会
的
使
命
に
基
づ
き
「
物
質
生
命
理
工
学
科
」「
情
報

科
学
科
」「
エ
レ
ク
ト
ロ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
科
」
の
三
学
科

が
誕
生
し
ま
す
。

大
学
情
報
図
書
館
（
仮
称
・
二
〇
〇
六
年
秋
開
設
予
定
）

国
際
化
と
と
も
に
、
情
報
化
を

推
進
す
る
た
め
に

多
彩
な
情
報
機
能
を
備
え
た
「
知
の
拠
点
」

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
明
る
く
、
美
し
く
、
暖
か
い
建
物
」。

全
学
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
学
術
文
献
、
図
書
、

資
料
な
ど
の
情
報
が
瞬
時
に
利
用
・
発
信
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

本
館
を
中
心
と
し
た
既
存
建
物
の
レ
ン
ガ
の
外
壁
イ
メ
ー
ジ
を
出
来
る
限
り
継
承
さ
せ
た
デ
ザ

イ
ン
。
設
計
は
、
新
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー（
フ
ラ
ン
ス
）の
設
計
コ
ン
ペ
で
第
一
位
を
獲
得
し
た
、

本
学
園
卒
業
生
の
坂
茂（
ば
ん
し
げ
る
）氏
と
三
菱
地
所
設
計
と
が
共
同
で
あ
た
り
ま
す
。

ハイテク・リサーチ・センターに
選定されました

2004年度より大学院工学研究科は、文部科学省

が進める私立大学学術高度化推進事業の一環で

ある「ハイテク・リサーチ・センター整備事業」に

より、私立大学における最先端の個性的な研究プ

ロジェクトとして、設備、研究スタッフ等への総

合的な支援を受けることになりました。

小
学
校
二
十
八
人
・
四
学
級
制

（
二
〇
〇
五
年
四
月
よ
り
段
階
的
に
実
施
）

少
人
数
学
級
編
成
に
よ
る

教
育
の
質
の
向
上

「
建
学
精
神
」
の
理
想
を
実
践
し
ま
す
。

全
国
の
私
学
に
先
ん
じ
て
、
二
〇
〇
五
年
四
月
よ
り
段
階
的
に
二
十
八
人
・
四
学
級
制

に
移
行
し
ま
す
。
学
園
創
立
者
中
村
春
二
先
生
以
来
の
少
数
教
育
の
理
念
に
忠
実
に
、

そ
し
て
児
童
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
て

い
る
豊
か
な
個
性
を
引
き
出
す
行

き
届
い
た
教
育
が
今
ま
で
以
上
に

可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
二
〇
〇
七

年
よ
り
小
学
校
施
設
の
再
開
発
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
学
・
高
等
学
校
施
設
の
再
開
発

（
二
〇
〇
七
年
着
工
予
定
）

国
際
化
・
情
報
化
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

成
蹊
人
の
育
成

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
機
能
を
備
え
た
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

学
力
の
増
進
と
学
校
の
個
性
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
中
高
一
貫
教
育
を
強
化
に
努
め
ま

す
。
現
在
、
総
合
的
な
施
設
再
開
発
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

1906（明治39）年 中村春二、人物教育を志し、今村繁三の援助を得て、
本郷西片町の自宅に学生塾を開く

1907（明治40）年 学生塾を｢成蹊園｣と名づける
岩崎小弥太 成蹊園の事業に参画

1912（明治45）年 池袋に成蹊実務学校を開設（昭和2年まで）
1914（大正 3）年 成蹊中学校を開設（昭和4年まで）
1915（大正 4）年 成蹊小学校を開設
1917（大正 6）年 成蹊実業専門学校を開設（大正14年まで）

成蹊女学校を目白に開設（大正10年まで）
1921（大正10）年 成蹊高等女学校を開設

（のちの成蹊女子中学校・高等学校、昭和31年まで）
1924（大正13）年 中村春二学園長 逝去

小学校・中学校・実務学校・実業専門学校を池袋から
吉祥寺に移転

1925（大正14）年 成蹊高等学校（7年制）を開設（昭和25年まで）
1947（昭和22）年 成蹊中学校（新制）を開設
1948（昭和23）年 成蹊高等学校（新制）を開設
1949（昭和24）年 成蹊大学開設、政治経済学部を設置
1962（昭和37）年 大学に工学部を設置
1965（昭和40）年 大学に文学部を設置
1966（昭和41）年 大学院工学研究科設置
1968（昭和43）年 大学経済学部と大学法学部を設置
1970（昭和45）年 大学院経済学研究科と大学院法学研究科を設置
1971（昭和46）年 大学院文学研究科設置
1972（昭和47）年 大学院経営学研究科設置

大学院法学研究科を大学院法学政治学研究科に改める
2004（平成16）年 学園に国際教育センターを開設

大学院法務研究科（法科大学院）開設
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●
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成蹊学園の沿革

100周年記念事業についての詳細は別途パンフレット

を用意しております。ご希望の方は下記の広報課まで

ご請求ください。

100周年記念事業の最新情報は学園ホームページに

随時情報を掲載しています。ぜひご覧ください。

資料請求・お問合せ先

成蹊学園広報課
〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
TEL.（0422）37-3517 FAX.（0422）37-3704
e-mail: koho@jim.seikei.ac.jp

http://www.seikei.ac.jp

100周年記念事業経過報告 100周年記念事業経過報告



法
曹
関
係
者
を
中
心
に
各
方
面
で
活

躍
し
て
い
る
方
々
を
講
師
と
し
て
迎

え
連
続
講
演
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
第
一
回
の
五
月
二
十
二
日
に
は

本
学
法
学
部
卒
の
弁
護
士
本
間
拓
洋

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
約
四
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

来
年
度
に
向
け
た
説
明
会
が
法
科

大
学
院
の
入
っ
て
い
る
大
学
西
一
号

館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
内
向
け

の
も
の
に
は
百
名
以
上
の
学
生
が
参

加
し
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
ま
た
、
学
外
向
け
と
し
て
は

個
別
説
明
会
が
五
月
十
五
日（
土
）と

六
月
十
九
日
（
土)

開
催
さ
れ
、
多
数

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

七
月
十
七
日（
土
）
十
三
時
か
ら
西

一
号
館
で
一
般
的
な
入
試
説
明
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
法
科
大
学
院
に
関
心

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

年
間
行
事
の
一
つ
、
成
蹊
・
武
蔵
・

成
城
・
学
習
院
の
四
大
学
で
競

い
合
う
四
大
学
運
動
競
技
大
会（
四

大
戦
）。
昨
年
の
第
五
十
四
回
大
会
で

は
成
蹊
大
学
が
二
十
四
年
ぶ
り
十
度

目
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

四
大
戦
は
、
体
育
会
各
部
に
よ
る

「
正
式
種
目
」、
だ
れ
で
も
好
き
な
種

目
に
参
加
で
き
る
「
一
般
種
目
」、
教

職
員
に
よ
る
「
教
職
員
種
目
」
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
目
ご
と
に
一

位
四
点
、
二
位
三
点
と
い
う
順
に
点

数
を
つ
け
て
い
き
、
正
式
種
目
と
一

般
種
目
の
合
計
得
点
で
総
合
優
勝
を

争
い
ま
す
。

1415

た
、
経
済
学
部
A
A
B（
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ボ
ー
ド
）
と

い
う
教
員
組
織
で
は
、
希
望
す
る
学

生
に
き
め
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン

グ
1
と
2
は
、
民
間
企
業（
ベ
ネ
ッ
セ
、

I
P
U
な
ど
）の
協
力
を
得
て
、
教

育
内
容
の
体
系
化
を
行
っ
て
お
り
、

S
U
C
C
E
S
S

（S
eikei

U
niversity

C
areerC

reating
and
E
ncouraging

S
upport

S
ystem

）
と
命
名
さ
れ
た

体
系
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
1
は
本
年

度
か
ら
経
済
学
部
の
一
年
次
対
象
の

科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
一
の
内
容
の
授
業
を
就
職
部

主
催
の
課
外
講
座
（
希
望
者
の
み
有

料
で
参
加
）
と
し
て
、
経
済
学
部
以

外
の
一
年
次
生
を
対
象
に
行
っ
て
い

ま
す
。

今
春
新
設
さ
れ
た
法
科
大
学
院

は
、
七
十
一
名
の
学
生
を
迎

え
ま
し
た
。
平
均
年
齢
三
十
一
・
四

歳
、
最
高
年
齢
六
十
七
歳
、
社
会
人

経
験
者
が
半
数
を
超
え
る
な
ど
多
彩

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
学

生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら

学
ぶ
学
生
の
た
め
に
、
平
日
の
夜
間

お
よ
び
土
曜
日
に
も
時
間
割
を
組
み

対
応
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
生
用
の

研
究
室
は
、
日
曜
･
祭
日
二
十
四
時

間
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

六
月
か
ら
は
大
学
院
生
や
学
部
学

生
に
対
す
る
法
曹
の
啓
蒙
の
た
め
、

大 学 の 近 況

正
式
種
目
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

競
技
が
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年
に
続

き
ス
キ
ー
部
男
子
が
優
勝
し
、
幸
先

の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
年
の
第
五
十
五
回
大
会
は
十
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
武
蔵

大
学
で
行
わ
れ
ま
す
。
連
覇
を
期
待

し
ま
し
ょ
う
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て

連
続
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
こ
と
し
は

選
挙
の
年
」。
第
一
回
は
五
月
十
一

日
に
「
韓
国
政
情
と
朝
鮮
半
島
問
題
」

と
題
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
名
誉
教
授
の
ヤ
ン

グ
・
キ
ム
氏
に
、
第
二
回
は
六
月
十

日
に
「
参
院
選
挙
と
政
局
」
と
題
し

て
政
治
評
論
家
の
岩
見
隆
夫
氏
に
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
予
定

は
H
P
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

電
話
0
4
2
2
‐
3
7
‐
3
5
4
9

U
R
L：
http
://w
w
w
.seikei.ac.jp

/

university/cap
s/

成
蹊
で
は
小
学
校
か
ら
大
学
ま

で
の
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い

う
特
色
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
大
学
と
成
蹊
小
学
校
・
中
学
高
等

学
校
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
古
く

か
ら
夏
の
学
校
や
冬
の
学
校
な
ど
へ

の
大
学
生
の
コ
ー
チ
と
し
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

○
小
学
校
英
語
の
授
業
で
の
T
A

小
学
校
で
は
二
〇
〇
二
度
か
ら
、

英
語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
・
二
年
生
は
一
ク
ラ
ス
を
二
つ
に

分
け
そ
れ
ぞ
れ
に
先
生
が
つ
き
ま
す

が
、
三
年
生
以
上
は
一
ク
ラ
ス
を
一

人
の
先
生
で
み
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
三
年
生
以
上
の
ク
ラ
ス
に
先
生

を
補
助
す
る
T
A（
教
育
補
助
員
）が

一
人
ず
つ
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
T
A
に
は
大
学
院
生
・
文
学
部

英
米
文
学
科
の
学
生
が
協
力
し
て
い

ま
す
。
学
生
自
身
の
授
業
の
合
間
に

T
A
を
す
る
た
め
、
大
変
な
面
も
あ

り
ま
す
が
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は

い
い
経
験
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
小
学
校
で
の
教
育
実
習

二
〇
〇
二
年
度
よ
り
教
員
を
め
ざ

す
学
生
が
成
蹊
小
学
校
で
教
育
実
習

を
し
て
い
ま
す
。

成
蹊
小
学
校
で
の
教
育
実
習
は
、

大
学
四
年
で
行
う
「
教
科
の
指
導
中

心
の
実
習
」
の
前
段
階
と
な
る
も
の

で
、「
観
察
実
習
」
と
呼
び
、
三
年

生
で
行
い
ま
す
。
こ
の
実
習
で
授
業

の
や
り
方
や
ク
ラ
ス
の
運
営
方
法
、

課
外
活
動
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

○
高
校
生
の
科
目
等
履
修
生

今
年
度
よ
り
、
成
蹊
高
校
の
生
徒

が
大
学
の
授
業
を
聴
講
生
ま
た
は
科

目
等
履
修
生
と
し
て
受
講
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
外
国
語
科
目
な

ど
一
部
公
開
さ
れ
て
い
な
い
授
業
も

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
授
業
を

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

科
目
等
履
修
生
の
場
合
、
単
位
が

与
え
ら
れ
る
の
で
、
将
来
大
学
に
進

学
し
た
時
に
は
単
位
認
定
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
高
校
生
を
お
も
な
対
象
に
し

て
い
ま
す
が
、
当
日
は
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
ツ
ア
ー
や
体
験
講
義
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

第
一
回
七
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

第
二
回
九
月
十
八
日
・
十
九
日

第
三
回
十
一
月
二
十
日
・
二
十
一
日

開
催
時
間
十
時
〜
十
七
時

し
て
い
な
い
大
学
は
現
在
ど
こ
に
も

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く

の
大
学
が
ど
う
い
う
教
育
を
し
た
ら

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
も
、

ま
た
否
め
な
い
事
実
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
経
済
学
部
が
構

築
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
体
系
は
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
一
つ
の
雛
型
で
あ
る

と
同
時
に
、
多
く
の
大
学
に
そ
れ
ま

で
の
考
え
方
の
大
幅
な
転
換
を
迫
る

も
の
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

経
済
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
体
系

は
、
五
つ
の
科
目
と
教
員
に
よ
る
進

路
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
科
目
は
、
一
年

次
の
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
1
」
に

始
ま
り
、「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
2
」

（
二
年
次
）、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
準

備
セ
ミ
ナ
ー
」（
三
年
次
前
期
）、「
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
三
年

次
後
期
以
降
）、「
公
共
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」（
三
年
次
後
期
以
降
）
と
い

う
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

分
の
状
況
に
合
わ
せ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

第
二
の
特
長
は
最

先
端
の
考
え
方
で
つ

く
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
す
。
修
了
に

必
要
な
単
位
区
分
の

中
に
「
自
己
設
計
科

目
」
と
呼
ば
れ
る
区

分
が
あ
り
、
修
了
に

必
要
な
単
位
の
構
成

の
一
部
を
自
分
で
設

計
す
る
と
い
う
自
由
度
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
基
幹
科

目
の
科
目
選
択
に
際
し
て
は
、「
モ
ジ

ュ
ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
方
式
」
と
呼
ば
れ
る

考
え
方
が
と
ら
れ
て
い
て
、
六
つ
の

ユ
ニ
ッ
ト
に
区
分
け
さ
れ
た
科
目
群

か
ら
八
単
位
分
の
科
目
を
ま
と
め
て

履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
「
戦

略
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
組
織
人
間
」

「
会
計
税
務
」「
数
量
分
析
」「
公
共
政

策
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
単
位
ス
キ
ッ
プ
や
早
期

修
了
制
度
、
国
際
理
解
科
目
の
創
設

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上

の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
の
特
長
は
、
実
務
家
に
よ
る

講
義
科
目
を
複
数
計
画
し
、
そ
れ
を

「
実
践
科
目
」
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
科
目
群
は
「
岩
崎
小
彌
太
記
念

レ
ク
チ
ャ
ー
」と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、

三
菱
関
連
企
業
の
実
務
家
や
成
蹊
の

O
B
・
O
G
な
ど
を
招
い
て
、
実
際
の

体
験
を
も
と
に
し
た
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
授
業
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
最
先
端
の
大
学
院
教

育
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
で
は
、
本
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
の
経
済
学
科
と
経

営
学
科
を
一
つ
に
統
合
し
、
経
済
経

営
学
科
と
い
う
新
し
い
学
科
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
新
し
い
学
科
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
全
国
的
に
も
注

目
さ
れ
て
い
る
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を

数
多
く
含
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
体
系
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
構
築

は
、
各
方
面
か
ら
強
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
、
朝
日
新
聞
な
ど
の
全
国
紙
に

も
紹
介
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
を
認
識

法
科
大
学
院
始
動

四
大
学
運
動
競
技
大
会

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

連
続
講
演
会

「
こ
と
し
は
選
挙
の
年
」

成
蹊
小
学
校
・

中
学
高
等
学
校
と
の
交
流

二
〇
〇
四
年
度

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
予
定

現
在
、
大
学
院
の
経
済
学
研
究

科
お
よ
び
経
営
学
研
究
科
で

は
、
両
研
究
科
が
共
同
運
営
す
る

「
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
の

二
〇
〇
五
年
度
開
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
、
経
済

学
研
究
科
は
「
総
合
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

コ
ー
ス
」、
経
営
学
研
究
科
は
「
総
合

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
と
「
特
別
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
て

い
ま
す
が
、
経
済
学
部
の
経
済
学
科

と
経
営
学
科
の
統
合
に
伴
い
、
大
学

院
の
方
も
共
同
運
営
（
正
式
な
研
究

科
統
合
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
）

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
経
済

学
研
究
科
と
経
営
学
研
究
科
は
、
す

で
に
二
〇
〇
三
年
度
の
改
革
の
中

で
、
従
来
ま
で
の
研
究
者
の
養
成
を

主
体
と
し
た
大
学
院
運
営
か
ら
、
高

度
専
門
職
業
人
の
育
成
へ
と
方
向
転

換
し
、「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
職
業
人
の

養
成
」
を
教
育
の
目
標
に
掲
げ
て
き

ま
し
た
。
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ー
ス
で
は
、
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
推

し
進
め
て
、
実
践
的
な
色
彩
の
強
い

科
目
を
多
数
配
置
し
、「
通
用
す
る
職

業
人
の
育
成
」
を
め
ざ
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
は
、

大
学
改
革
や
高
等
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
創
造
に
関
し
て
全
国
的
に
注
目
さ

れ
て
い
る
経
済
学
部
の
教
授
を
中
心

に
し
て
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

随
所
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
ち
り
ば

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
長
と
し
て
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
、
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ー
ス
は
そ
の
中
が
さ
ら
に
四
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
区
分
け
さ
れ
、
修
業
年

限
を
弾
力
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

一
般
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
高
度
税
務
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
標
準
修
業
年
限
が
二
年
で

す
が
、
実
務
経
験
が
あ
る
社
会
人
を

対
象
に
し
た
短
期
M
B
A
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
一
年
、
長
期
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
四
年
と
な
っ
て
い
て
、
学
生
は
自

大 学 の 近 況

大
学
院
に

経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

開
設

経
済
学
部
で
体
系
的

キ
ャ
リ
ア
教
育
ス
タ
ー
ト

ユニットの構成 

戦略マーケティングユニット 
●経営戦略研究 ●戦略支援ツール研究 
●消費者行動研究 ●マーケティング研究 
●産業組織と企業戦略 ●特殊研究A

組織人間ユニット 
●社会心理学研究 ●組織行動研究 
●人間情報処理研究 ●人的資源管理研究 
●人事制度と法律 ●特殊研究B

会計税務ユニット 
●財務会計研究 ●管理会計研究 
●国際会計研究 ●租税法基礎研究 
●法人税法研究 ●特殊研究C

数量分析ユニット 
●データ分析基礎研究 ●エコノメトリクス基礎研究 
●多変量データ分析 ●時系列データ分析 
●統計調査研究 ●特殊研究D

公共政策ユニット 
●公共経済学研究 ●地方公共政策研究 
●環境問題研究 ●環境マネジメント研究 
●福祉問題研究 ●特殊研究E

ファイナンスユニット 
●資産選択理論研究 ●コーポレートファイナンス研究 
●証券市場研究 ●現代金融システム研究 
●金融トピックス研究 ●特殊研究F

学位授与式 3月19日

入学式 4月5日
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要
素
を
持
つ
遠
足
で
す
が
、
中
一
は
稲

荷
山
コ
ー
ス
│
一
丁
平
│
高
尾
山
頂
下

│
6
号
路
と
い
う
コ
ー
ス
を
自
然
観
察

を
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
重
視
し
、
中

二
は
藤
野
駅
前
広
場
│
陣
馬
登
山
口
│

一
の
尾
尾
根
│
陣
馬
山
頂
│
明
王
峠
│

与
瀬
神
社
│
相
模
湖
駅
と
い
う
コ
ー
ス

を
集
団
登
山
歩
行
を
重
視
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
明

る
い
日
差
し
と
緑
豊
か
な
自
然
を
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。
中
三
は
五
月
下
旬
に

実
施
す
る
奈
良
・
京
都
の
修
学
旅
行
の

班
行
動
の
練
習
を
兼
ね
て
、
本
番
と
同

じ
ル
ー
ル
、
同
じ
見
学
班
で
行
動
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
午
前
は
上
野
の
国

立
博
物
館
を
中
心
に
見
学
し
、
昼
食
後

班
毎
に
両
国
に
移
動
し
午
後
は
江
戸

東
京
博
物
館
を
見
学
し
、
日
本
の
文
化

遺
産
を
見
る
目
を
養
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
高
等
学
校
で
は
春
の
体
育

大
会
が
行
わ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
等
の
競
技
が
学
年
別
ク
ラ
ス
対
抗

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
で
一
年

生
は
入
学
後
初
め
て
内
部
入
学
者
と

外
部
入
学
者
が
力
を
合
わ
せ
て
活
動

し
、
ま
た
二
年
生
に
と
っ
て
も
ク
ラ
ス

替
え
後
初
め
て
ク
ラ
ス
単
位
で
参
加
す

る
行
事
で
す
。
多
く
の
ク
ラ
ス
が
個
性

的
な
デ
ザ
イ
ン
の
お
揃
い
の
T
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
て
競
技
に
臨
み
、
闘
志
と
熱

気
に
溢
れ
る
熱
戦
と
応
援
を
展
開
し

ま
し
た
。
一
・
二
年
共
に
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
初
の
共
同
作
業
（
チ
ー
ム
プ
レ

イ
）
で
一
挙
に
友
人
の
輪
を
広
げ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
大
き
な
事
故
も
な
く
成

功
裏
に
閉
会
し
ま
し
た
。

例
年
に
な
く
早
い
春
の
深
ま
り
に

桜
時
は
過
ぎ
、
萼
桜
が
相
半
ば

の
風
光
る
四
月
七
日
、
中
学
校
に
国
際

学
級
の
三
年
の
編
入
者
を
含
め
て
二

五
九
名
、
高
等
学
校
に
高
二
編
入
者
を

含
め
て
三
三
六
名
の
新
入
生
を
迎
え

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
谷
正
紀

校
長
は
建
学
理
念
で
あ
る「
個
性
の
尊

重
」、「
品
性
の
陶
冶
」、「
勤
労
の
実
践
」

の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
国
際
化
、
情
報

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
革
新
時
代
の
今

日
を
見
据
え
て
、
成
蹊
学
園
が
創
立
一

〇
〇
周
年
に
向
け
て
立
ち
上
げ
た
指

針
、
新
・
成
蹊
創
造
プ
ラ
ン「
個
性
を

持
っ
た
自
立
的
な
人
間
の
創
造
」
を
紹

介
し
ま
し
た
。
中
学
・
高
等
学
校
は
そ

れ
を
受
け
て
、
誇
り
を
持
っ
て
社
会
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
人
間
を
育
成
す

る
た
め「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
認
知
さ
れ
る

教
養
と
個
性
の
育
成
」、「
協
調
性
の
あ

る
自
立
精
神
と
自
律
的
行
動
力
の
育

成
」、「
知
的
好
奇
心
と
科
学
的
探
求
心

の
育
成
」の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
中
学
・

高
校
を
通
じ
て
幅
広
い
学
習
、
多
様
な

行
事
、
活
発
な
課
外
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
自
分
の
才
能
や
資
質
を
自

覚
し
、
伸
ば
し
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
過
ご
し
て
、
伝
統
と
共
に
飛
躍
し
よ

う
と
新
入
生
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

中
学
校
の
遠
足
と
高
校
の
春
の
体

育
大
会
が
、
予
定
通
り
五
月
七

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
一
・
二
年
生
は
夏
の
学
校
の
、

三
年
生
は
修
学
旅
行
の
予
行
演
習
的

例
年
通
り
五
月
二
七
日
か
ら
三
一

日
帰
京
の
日
程
で
中
学
三
年
生

は
修
学
旅
行
に
出
発
し
ま
し
た
。
新
大

阪
か
ら
バ
ス
で
早
速
法
隆
寺
＝
中
宮
寺

に
直
行
し
見
学
。
こ
の
日
か
ら
奈
良
、

京
都
に
二
泊
ず
つ
四
泊
五
日
の
日
程
で

す
。
修
学
旅
行
の
た
め
に
国
語
や
歴
史
、

美
術
等
の
授
業
で
学
ん
だ
史
跡
や
建
築

物
、
仏
像
、
美
術
・
工
芸
品
な
ど
に
現

地
で
目
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。
実
物
を

通
し
て
時
代
に
生
き
た
人
々
の
信
仰
、

技
術
、
生
活
や
知
恵
等
に
豊
か
な
想
像

力
を
巡
ら
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
現
在

も
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
春
の
高
校
卒
業
生
の
進
学
状
況

に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

今
年
の
成
蹊
大
学
へ
の
進
学
者
は
全
体

の
二
七
・
八
％
の
八
八
名
で
、
昨
年
度

よ
り
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

国
公
立
大
学
に
は
現
役
が
東
大
、
東

工
大
、
東
外
大
、
千
葉
大
等
全
部
で
二

二
名
が
合
格
。
ま
た
私
立
大
学
に
は
、

早
稲
田
、
慶
応
義
塾
、
上
智
、
中
央
、

東
京
理
科
等
々
合
計
で
九
五
名
の
現
役

生
が
入
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
、い
わ

ゆ
る
浪
人
の
結
果
が
加
算
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

現
役
で
大
学
へ
進
学
し
た
者
は
内
部

推
薦
者
も
含
め
て
二
〇
五
名
、
現
役
進

学
率
は
六
五
・
五
％
に
な
り
ま
す
が
、

私
達
が
標
榜
す
る「
高
校
修
了
時
点
で

ど
こ
の
大
学
へ
進
む
に
も
十
分
な
学
力

を
つ
け
て
卒
業
さ
せ
る
」
た
め
に
一
層

の
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
度
成
蹊
大
学
内

部
進
学
者
が
二
五
％
を
下
回
っ
た
こ
と

を
憂
慮
し
、
私
達
は
生
徒
が
進
学
志
望

先
を
検
討
す
る
段
階
で
、
大
学
と
協
力

し
て
成
蹊
大
学
の
特
徴
や
良
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
成
蹊
大
学
が
志
願
倍
率
二
年
連
続

全
国
一
位
で
あ
る
こ
と
や
、い
わ
ゆ
る

有
名
私
立
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
就

職
状
況
で
あ
る
こ
と
、
優
れ
た
指
導
陣

に
よ
る
少
人
数
の
充
実
し
た
教
育
・
研

究
体
制
、
学
部
学
科
再
編
の
動
向
な
ど

に
つ
い
て
、
校
長
自
ら
生
徒
や
保
護
者

に
向
け
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

大
学
の
模
擬
授
業
や
国
際
教
育
セ
ン
タ

ー
が
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
大

学
の
履
修
単
位
を
認
定
す
る「
国
際
教

養
科
目
」
を
設
置
す
る
等
、
一
貫
教
育

校
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
高
大
協
力
体

制
を
築
き
始
め
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ

て
一
段
と
魅
力
あ
る
一
貫
校
を
目
指
し

更
に
邁
進
す
る
つ
も
り
で
す
。

中
学
遠
足
と
高
校
体
育
大
会

進
学
状
況

中 学 ・ 高 等 学 校 の 近 況

中
学
修
学
旅
行

文化部・運動部の活躍

【文化部】
『天文気象部』
学会名：〈天文学会ジュニアセッション〉 3月22日於名古屋大学
題　名：「系外惑星探査に挑戦」 発表者：増森治子・森本迪恵

尚、この内容は地質学雑誌5月号口絵（日本地質学会の論文誌)に掲載されています。
題　名：「高校生による月面分光地質学」 著　者：成蹊高校天文気象部、宮下敦、佐伯和人（阪大理学部）

【運動部】
《中学》
『女子バレー部』
中学校春季大会
○第九ブロック予選 …………第3位
○都大会　初出場……………一回戦
『ラグビー部』
中学校春季大会
○都大会……………………決勝進出
＊関東大会出場決定
『硬式テニス部』
中学校テニス選手権
○第九ブロック予選
（男子個人の部：シングルス）
加藤優貴……………………準優勝
菅野孝之 ………………………3位
他七名 ………………都大会出場

（男子個人の部：ダブルス）
加藤優貴・佐々木優 …………優勝
増井康亮・三嶋悠之 …………3位
他三組 ………………都大会出場

（女子個人の部：シングルス）
伊從智子………………………優勝
佐藤万里菜…………………準優勝

田中優衣 ………………………3位
他四名 ………………都大会出場

（女子個人の部：ダブルス）
伊從智子・佐藤万里菜 ………優勝
田中優衣・田中泉 ……………3位
他一組 ………………都大会出場

○都大会
（男子個人の部：シングルス）
加藤優貴、三嶋悠之 ………32位

（男子個人の部：ダブルス）
加藤優貴・佐々木優 ……ベスト4
増井康亮・三嶋悠之 ……ベスト4
＊以上二組　関東大会出場

（女子個人の部：シングルス）
伊從智子 …………………ベスト4
佐藤万里菜、田中優衣 ……32位

（女子個人の部：ダブルス）
伊從智子・佐藤万里菜…ベスト16

《高校》
『馬術部』
関東馬術リーグ戦 優勝（45年振り）
寺井彩月（最優秀選手）
川瀬直也、及川翔奈
＊全国大会出場決定

『ラグビー部』
高校春季大会
○都大会 ………………………第5位
＊関東大会出場決定

『硬式テニス部』
高校選手権大会
（男子団体）
○都大会…………………準決勝進出
＊関東大会三年連続出場決定

（女子団体）
○都大会 …………………ベスト16
『サッカー部』
全国大会予選
○都大会 ………………………1回戦
『剣道部』
春季大会兼関東大会予選
（男子団体）
○都大会 ………………………3回戦
『柔道部』
都選手権兼関東大会予選
（男子団体）
○第四支部大会 ………………第5位
○都大会 ………………………1回戦
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東
京
都
の
小
中
学
校
で
唯
一

（
全
国
で
二
六
校
）の
創
意
工

夫
育
成
功
労
学
校
と
し
て
選
ば
れ

「
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
け
ま
し

た
。五

月
二
二
日
、
五
月
に
は
珍
し
い

寒
空
の
も
と
運
動
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

小
学
校
の
畑
で
は
た
わ
わ
な
小
麦

が
実
り
ま
し
た
。
や
が
て「
こ
み
ち
」科

の
学
習
の
中
で
食
材
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た「
今
」の
主
な
学
校
の

動
き
は「
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
上

に
順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

小 学 校 の 近 況

四
月
七
日
　
六
年
生
だ
か
ら

六
年
　
田
中
佐
和
子

「
六
年
生
だ
か
ら
し
っ
か
り
し
な
さ
い
。」

「
六
年
生
だ
か
ら
や
る
ん
だ
。」

最
上
級
生
の
六
年
生
だ
か
ら
と
い
う

言
葉
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
ま
わ
り
を

飛
び
か
い
ま
す
。

な
ん
で
も
か
ん
で
も
ま
か
さ
れ
て
し

ま
う
六
年
生
。
ク
ラ
ブ
も
、
委
員
会
も
、

一
年
生
も
で
す
。

朝
の
学
年
集
会
関
根
先
生
が
、
六
年

生
に
な
っ
た
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
『
六
年
生
だ
か
ら
』
と
い
う

こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。」

と
の
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
学
校
を
動
か
す

の
は
私
達
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ぴ
っ
た
り
の
六
年

生
を
自
覚
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

今
年
も
か
わ
い
ら
し
い
一
年
生
が

一
一
四
名
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
国

際
学
級
に
も
六
名
の
五
年
生
が
仲
間

入
り
し
ま
し
た
。

最
上
級
生
と
な
っ
た
六
年
生
は
、

田
中
さ
ん
の
日
記
の
表
現
の
よ
う

に
、
ま
だ
ま
だ
心
の
中
は
初
心
者
マ

ー
ク
で
す
。
で
も
、
学
校
を
動
か
す

「
力
」
と
し
て
の
思
い
は
確
実
に
育
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
年
生
と
ペ
ア
を
組
ん
だ
そ
の
日

に
、
こ
ん
な
「
う
た
」
で
自
分
の
気
持

ち
を
語
っ
て
い
ま
す
。

い
ち
ね
ん
せ
い

ぼ
く
も
む
か
し
は

い
ち
ね
ん
せ
い

（
高
野
修
平
）

パ
ー
ト
ナ
ー

せ
っ
し
か
た
が

む
ず
か
し
い

（
大
河
原
彩
子
）

今
思
う

私
も
こ
ん
な

時
期
が
あ
っ
た

（
武
笠
華
奈
）

パ
ー
ト
ナ
ー

い
き
な
り
会
え
ず

先
真
っ
暗

（
菊
池
優
）

チ
ビ
だ
な
あ

オ
ラ
も
昔
は

こ
う
だ
っ
た

（
酒
井
亮
輔
）

二
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で

一
つ
ず
つ
進
級
し
た
子
ど
も

た
ち
み
ん
な
、
心
を
新
た
に
し
て

「
が
ん
ば
り
」
の
思
い
を
強
め
て
い
ま

す
。
成
蹊
小
学
校
は
「
今
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
た
動
き
を

始
め
て
い
る
の
で
す
。

四
月
二
八
日
　
死
に
そ
う
だ

国
際
五
年
　
古
條
愛
梨

遠
足
の
山
の
登
り
道
、
最
初
の
三
歩

で
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぐ
ん
ぐ

ん
登
っ
て
行
く
う
ち
に
、
上
を
見
上
げ

る
た
び
に
ま
だ
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

と
う
と
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
こ

し
が
曲
が
っ
て
い
た
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
と
て
も
苦
し
か
っ
た
で
す
。

も
っ
と
急
に
な
る
と
、
足
が
あ
が
ら

な
く
な
っ
て
息
が
切
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
く

る
と
、
も
う
み
ん
な
と
い
っ
し

ょ
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
こ

こ
に
い
さ
せ
て
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
、先
生
が
、

「
あ
と
三
十
メ
ー
ト
ル
で
休
け

い
！
」
と
言
い
ま
し
た
。
だ
れ

か
が
、「
三
百
メ
ー
ト
ル
の
ま

ち
が
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か

ー
？
」と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

（
た
ぶ
ん
、
あ
と
三
十
メ
ー
ト

ル
だ
よ
ね
。）
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
や
っ
ぱ
り
き
ょ
り
は
長

か
っ
た
で
す
。

そ
れ
を
く
り
返
し
て
い
っ

て
、
や
っ
と
頂
上
に
つ
き
ま
し

た
。つ
い
た
時
は
、（
や
っ
た
ー
）

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
に
な
っ
て
思
う
と
、
け
っ
こ
う

楽
し
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

古
條
さ
ん
に
と
っ
て
、
日
本
に
帰

国
し
て
初
め
て
の
遠
足
、
山
登
り
…

さ
ぞ
か
し
大
変
な
思
い
を
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
五
年
生
は
奥
多

摩
の
大
塚
山
、
御
岳
山
に
登
り
ま
し

た
。
四
年
生
か
ら
二
年
生
ま
で
は
、

学
年
ご
と
に
登
り
下
り
の
コ
ー
ス
を

変
え
高
尾
山
で
遠
足
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
一
年
生
と
六
年
生
は
ペ
ア
を

組
み
、
井
の
頭
文
化
園
に
行
き
ま
し

た
。
途
中
、
夕
立
に
あ
っ
た
学
年
も

あ
り
ま
し
た
が
、
暑
さ
に
ま
い
る
こ

と
も
な
く
、
楽
し
く
心
と
体
を
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
を
育
て
、

体
を
鍛
え
る
遠
足

「
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」を
…
等
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体
力
増
進
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
の

た
め
に
行
っ
た
「
運
動
」
で
突
然
死
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

正
し
い
知
識
と
装
備
に
よ
っ
て
、
突
然

死
の
危
険
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。

一
昨
年
の
十
一
月
、
高
円
宮
様
が
ス

カ
ッ
シ
ュ
の
最
中
、
四
十
代
の
御
若
さ

で
倒
れ
ら
れ
、
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

突
然
の
薨
御
、
病
名
は
「
心
室
細
動
」、

様
々
な
原
因
に
よ
り
心
筋
の
あ
ち
こ
ち

で
痙
攣
の
様
に
勝
手
な
収
縮
が
お
こ

り
、
血
液
を
全
身
に
送
る
秩
序
的
な
ポ

ン
プ
機
能
が
停
止
す
る
病
気
で
す
。
こ

う
な
る
と
十
五
秒
以
内
に
意
識
を
失

い
、
放
置
さ
れ
れ
ば
一
分
ご
と
に
救
命

率
は
約
十
％
低
下
し
、
五
分
で
五
十
％

以
下
と
な
っ
て
、
救
命
は
極
め
て
難
し

く
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
心
室
細
動
は
中
高
年
だ
け
で

な
く
、
子
供
に
も
み
ら
れ
ま
す
。「
心

臓
振
盪
（
し
ん
と
う
）」、
持
病
の
無
い

元
気
な
子
供
の
前
胸
部
に
野
球
の
ボ
ー

ル
な
ど
が
当
た
り
、
そ
の
衝
撃
で
心
臓

が
停
止
し
て
倒
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
も
、
前
胸
部
へ
の
衝
撃

で
心
室
細
動
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

心
室
細
動
は
、
自
然
に
回
復
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
唯
一
の
治
療
方

法
は
電
気
的
除
細
動
で
す
。
高
い
電
圧

を
心
臓
に
か
け
、
心
筋
の
ば
ら
つ
い
た

電
気
的
興
奮
を
、
一
定
の
秩
序
あ
る
リ

ズ
ム
に
戻
す
の
で
す
。

最
近
の
除
細
動
器
は
著
し
い
進
化
を

遂
げ
、
機
械
の
電
源
を
入
れ
る
だ
け
で

音
声
ガ
イ
ド
が
始
ま
り
、
倒
れ
て
い
る

人
に
装
置
を
接
続
す
る
よ
う
指
示
し
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ド
に
従
え
ば
機
械
が
自

動
的
に
心
電
図
を
解
析
し
、
必
要
と
あ

れ
ば
放
電
指
示
を
出
し
て
除
細
動
が
行

え
る
の
で
す
。
ま
さ
に
機
械
の
ガ
イ
ド

に
従
え
ば
安
全
に
除
細
動
が
出
来
る
の

で
す
。
そ
の
後
再
自
動
解
析
を
行
い
、

必
要
と
判
断
す
れ
ば
自
動
的
に
電
圧
を

か
え
て
再
度
放
電
指
示
を
出
す
の
で

す
。
こ
れ
を
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
と
い
い
、
こ
の
除
細
動
判

断
の
正
確
性
は
極
め
て
高
く
、
正
常
な

人
へ
の
誤
発
射
は
皆
無
と
言
え
ま
す
。

米
国
で
は
、
A
E
D
講
習
（
四
時
間

程
度
）
を
受
け
て
誰
で
も
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
た
め
、
様
々
な
公
共
施
設

（
空
港
・
駅
・
企
業
内
・
ス
タ
ジ
ア
ム

な
ど
）
に
設
置
さ
れ
、
早
期
除
細
動
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本

で
は
A
E
D
の
使
用
は
医
療
行
為
に
あ

た
る
た
め
、
医
療
従
事
者
と
航
空
機
内

の
客
室
乗
務
員
の
み
に
限
ら
れ
、
一
般

市
民
は
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
厚
労
省
は
こ
の
夏
頃
を

目
処
に
一
般
市
民
に
よ
る
A
E
D
の
使

用
（
P
A
D
）
を
認
め
る
方
針
で
す
。

日
本
の
場
合
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
に
平
均
五
・
七
分
か
か
り
ま
す
。

脳
は
酸
素
不
足
に
弱
く
、
わ
ず
か
五
分

で
重
大
な
障
害
を
残
し
ま
す
。
救
急
車

の
到
着
を
待
っ
て
い
て
は
一
命
を
取
り

留
め
て
も
、
脳
障
害
が
残
り
、
社
会
復

帰
が
不
可
能
と
な
り
ま
す
。
救
急
車
の

到
着
ま
で
に
行
っ
た
処
置
如
何
で
、
傷

病
者
の
生
命
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
わ

け
で
す
。大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、

バ
イ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
（
そ
の
付
近
に
居

合
せ
た
人
）に
よ
る
迅
速
な
心
肺
蘇
生
、

早
期
除
細
動
と
救
急
隊
要
請
の
連
携
が

必
須
で
す
。

児
童
、
生
徒
、
学
生
、
教
職
員
が
安

心
し
て
学
園
生
活
を
送
る
た
め
に
、
成

蹊
学
園
は
生
命
危
機
管
理
の
一
貫
と
し

て
こ
の
問
題
に
い
ち
早
く
対
応
し
、
学

園
内
で
救
命
法
指
導
者
の
育
成
や
シ
ス

テ
ム
化
し
た
A
E
D
設
置
な
ど
の
体
制

づ
く
り
を
す
で
に
始
め
て
い
ま
す
。

ス
カ
ッ
シ
ュ
中
の
宮
様
の
薨
御
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
人
々
に
も
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
運
動
中
の
突
然
死
の
7

割
は
心
血
管
系
が
原
因
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
中
高
年
に
多
い
動
脈
硬
化
性
病

変
を
基
盤
と
し
た
虚
血
性
心
疾
患
で
あ

り
、
多
く
の
場
合
、
心
室
細
動
を
認
め

ま
す
。
肥
満
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
死
の
四
重

奏
」
に
加
え
喫
煙
が
そ
の
リ
ス
ク
と
な

り
、
こ
う
し
た
生
命
危
機
は
何
も
ス
ポ

ー
ツ
環
境
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
生
活

習
慣
に
根
差
す
と
こ
ろ
も
大
き
い
の
で

す
。
早
期
か
ら
の
健
診
に
よ
る
定
期
的

な
医
療
指
導
は
、
突
然
死
の
有
力
な
予

防
対
策
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
は
危
険
だ
、
と
ス
ポ
ー
ツ

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
悲
し
い
こ
と

で
す
。
正
し
い
知
識
と
装
備
で
突
然
死

を
予
防
し
、
健
康
増
進
の
た
め
に
も
健

全
な
生
活
習
慣
と
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に

心
躍
ら
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

保
健
師
　
石
川
　
孝
子

A
E
D
設
置
を
め
ざ
し
て

所
長
の
独
り
言

櫻
井
勝

耳
を
覆
い
た
く
な
る
様
な
事
件
で

あ
る
。
小
学
校
内
で
少
女
が
少

女
を
殺
し
た
。
殺
し
た
少
女
は
血
ま
み

れ
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
に
現
れ
た
と

言
う
。メ
ー
ル
の
書
き
込
み
が
原
因
だ
。

ラ
ジ
オ
番
組
で
命
の
教
育
が
必
要
と
の

投
稿
が
相
次
ぎ
、
報
道
番
組
で
は
コ
メ

ン
テ
イ
タ
ー
が
異
例
の
事
件
と
言
う
。

常
識
を
超
え
た
出
来
事
に
誰
も
が
震
撼

と
し
た
。

こ
の
加
害
者
が
特
殊
で
あ
っ
た
の
か

は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。し
か
し
、

犯
罪
心
理
学
者
に
よ
れ
ば
犯
罪
者
の
ほ

と
ん
ど
は
ご
く
普
通
人
だ
と
い
う
。
こ

の
加
害
者
の
如
き
予
備
軍
は
五
万
と
い

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
ご
く
普
通
の

人
に
仮
想
空
間
で
の
非
現
実
的
な
社
会

性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
な

ど
の
要
因
が
加
わ
る
時
、
ボ
ー
ダ
ー
領

域
の
子
は
人
を
殺
し
う
る
。

異
例
の
加
害
者
を
救
い
得
る
の
は
医

療
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

ボ
ー
ダ
ー
領
域
の
子
供
達
に
対
し
て
は

家
庭
や
学
校
で
も
出
来
る
こ
と
が
あ
る

様
に
思
う
。

救
急
医
療
の
現
場
で
は
死
は
ご
く
身

近
に
存
在
す
る
。
仮
想
の
出
来
事
で
は

な
い
。
私
は
多
く
の
死
を
診
て
き
た
。

命
に
つ
い
て
と
言
う
よ
り
、
死
に
つ
い

て
考
え
る
事
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
し

て
、
そ
の
死
に
抗
お
う
と
す
る
強
い
心

に
こ
そ
、
説
得
力
の
あ
る
命
の
教
育
が

存
在
し
う
る
と
思
う
。

生
徒
達
を
守
ろ
う
と
す
る
と
き
、
机

上
の
空
論
は
意
味
を
持
た
な
い
。
私
た

ち
教
職
員
自
ら
が
救
命
の
指
導
を
す
る

な
り
、
実
践
を
も
っ
て
伝
え
る
「
死
」

の
重
み
こ
そ
、
生
徒
に
伝
わ
る
「
命
」

の
教
育
と
信
じ
て
い
る
。



●基本金組入額は、計算書では

帰属収入合計から控除するこ

とになっていますが、図では支出

額に加えて表示しています。 

●総額は、消費支出と基本金組入額を加

えた額となっていますが、各科目の構成

比率は帰属収入合計(147億19百万円）を

100％として表示しています。 

手数料他 
22億29百万円 

15.1%

消費支出超過額 
10億56百万円 

7.2%

補助金 
13億52百万円 

9.2%

納付金 
111億38百万円 
75.7%

基本金組入額 
30億12百万円 
20.5%

教育研究 
管理経費他 
51億94百万円 
35.3%

人件費 
75億69百万円 
51.4%

総額 
157億75百万円 

2003年度消費収支計算書を 
図で表すと、つぎのとおりです。 
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2003年度決算について

学校法人成蹊学園の2003年度決算は、学園監

事及び公認会計士の監査を受け、5月28日の理事

会・評議員会において、確定いたしました。

第1表の消費収支計算書についての概要は、次

のとおりです。

納付金、手数料、補助金、資産運用収入などの本

学園に帰属する「帰属収入」は合計で147億19百

万円となりました。また、「基本金組入額」の合計は

30億12百万円となり、うち第1号基本金は、2003

年度に建設・購入等により取得した、建物、機器備

品、図書等の資産分として13億59百万円、第2号

基本金は将来の校舎取得等を目的とした施設設備

整備資金の積上げに係る計画組入分の16億円、

第3号基本金は奨学基金と工学研究助成基金の

積上げ分の53百万円となっています。

帰属収入からこの基本金組入額を控除した額が、

消費（支出）に充当できる「消費収入」で、その額は

117億7百万円となりました。

一方、教職員の人件費、教育研究・管理経費

（減価償却額を含む）、借入金利息等の「消費支出」

の合計は、127億63百万円となり、この結果、消費

収入から消費支出を差し引いた消費収支差額は、

10億56百万円の消費支出超過となりました。

消費収支計算書の主な増加・減少要因等は次の

とおりです。

●納付金は帰属収入に占める最大の収入要因で

あり､その割合は約75.7%となりました。

●手数料は小学校、中学校、高等学校及び大学

各学部の志願者数が堅調だったことと法科大学

院の志願者数が1,531人（入学定員50人）と予

想を上回る人数だったことにより増加しました。

●寄付金は学園創立100周年記念のご寄付によ

り増加しました。

●補助金は納付金に次ぐ収入源です。2003年度

はほぼ予算どおりの額となりました。

●雑収入は教職員の退職者が増えたことにより、

私学退職金財団からの交付金収入が増加した

ことによります。

●当年度の収支差額は23億33百万円を見込んで

おりましたが、帰属収入が4億8百万円増額した

こと、基本金組入れが建設費の未払いにより一

部来年度となり、8億56百万円の減少となったこ

となどから、10億56百万円の消費支出超過とな

りました。

第2表の資金収支計算書は、教育研究など学園

全体の諸活動に伴う資金の動きが全て網羅されて

おり、総額は278億86百万円となり、次年度繰越支

払資金は83億11百万円となりました。

資金収支計算書の主な増加・減少要因は次のとお

りです。

●資産売却収入は過去に購入した有価証券（債

券）が満期になり償還されたものです。

●資産運用支出は学園創立100周年記念寄付金

の積上げや､過年度分の調整をしたこと等により

増加しました。

●次年度繰越支払資金は大学西1号館と工学部

校舎改修工事の竣工が年度末だったため、建設

費の一部が未払い金となったことにより増加しま

した。

●法科大学院に係る開設準備費用…2億23百万

円

主な使途は、図書・備品の購入と学生募集に係

る広報費です。法科大学院は1,531人の志願者

があり、2004年4月に71名が入学しました。

●経済学部の学科改編に係る費用…34百万円

学部の開設後35年間続いてきた経済学科・経

営学科体制を「経済経営学科」1学科体制に改

編し、創意工夫された新しい学部教育モデルの

始まりを広報するためなどの費用です。新カリキュ

ラムでは、体系性を重視する旧来の専門科目群

が、学生の学習関心の視点から、5つの履修コー

スに再編されました。また、1年次では、学部共通

の基礎学力の育成が図られ、1～3年次では、自

ら進路を作り出すキャリアプランニング能力を育

てる授業科目群が新設されました。

●大学西1号館の竣工…12億99百万円

鉄筋コンクリート4階建てで、演習室、模擬法廷、

学生研究室等が配置された1階から3階までを法

科大学院が使用し、4階をアジア太平洋研究セ

ンターが使用しています。

2003年度決算について

第1表【消費収支計算書】  
2003（平成15）年4月1日から2004（平成16）年3月31日まで  

 第2表【資金収支計算書】 
2003（平成15）年4月1日から2004（平成16）年3月31日まで 

第3表【貸借対照表】 
2004（平成16）年3月31日 

 

 

人件費 7,578 7,569 △ 9 
　（教職員等人件費） 7,229 7,210 △ 19 
　（退職給与引当金繰入額） 349 359 10 
教育研究経費 4,233 4,198 △ 35 
　（うち減価償却額） 1,607 1,621 14 
管理経費 836 828 △ 8 
　（うち減価償却額） 171 190 19 
借入金等利息 82 82 0 
資産処分差額 34 50 16 
徴収不能引当金繰入額 13 13 0 
徴収不能額 0 23 23 
〔予備費〕 170  0 
 0 
消費支出の部合計 12,776 12,763 △ 13 
当年度消費収支差額 △ 2,333 △ 1,056 
前年度繰越消費収支差額 2,422 2,422 
次年度繰越消費収支差額 89 1,366

消費支出の部 
科　目 予　算 決　算 差　異 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 
（ ） 

（ ） 

（ ） 
（ ） 

（ ） 
（ ） 
（ ） 

（ ） 
（ ） 

（ ） 
（ ） 

（ ） 

（ ） 

固定資産 67,601 66,993 608 
　有形固定資産 40,611 38,681 1,930 
　　土地 6,111 6,111 0 
　　建物・構築物 28,529 26,482 2,047 
　　教育研究用機器備品 1,734 1,758 △ 24 
　　図書 4,133 3,952 181 
　　その他 104 378 △ 274 
　その他の固定資産 26,990 28,312 △ 1,322 
　　有価証券 379 379 0 
　　特定資産 26,339 27,665 △ 1,326 
　　その他 272 268 4 
流動資産 15,945 13,967 1,978 
　現金預金 8,311 7,287 1,024 
　その他 7,634 6,680 954 
資産の部合計 83,546 80,960 2,586

資産の部 
 科　目 本年度末 前年度末 増　減 

学生生徒等納付金収入 11,136 11,138 2 
手数料収入 709 834 125 
寄付金収入 380 441 61 
補助金収入 1,336 1,352 16 
資産運用収入 338 381 43 
資産売却収入 200 400 200 
事業収入 162 188 26 
雑収入 250 356 106 
借入金等収入 0 1 1 
前受金収入 1,954 2,373 419 
その他の収入 5,731 5,934 203 
資金収入調整勘定 △ 2,605 △ 2,799 △ 194 
前年度繰越支払資金 7,287 7,287 
収入の部合計 26,878 27,886 1,008 

収入の部 
科　目 予　算 決　算 差　異 

人件費支出 7,715 7,701 △ 14 
　（教職員等人件費支出） 7,229 7,210 △ 19 
　（退職金支出） 486 491 5 
教育研究経費支出 2,626 2,577 △ 49 
管理経費支出 665 638 △ 27 
借入金等利息支出 82 82 0 
借入金等返済支出 172 172 0 
施設関係支出 3,213 3,197 △ 16 
設備関係支出 566 566 0 
資産運用支出 5,154 5,457 303 
その他の支出 407 429 22 
〔予備費〕 250  0 
 0 
資金支出調整勘定 △ 440 △ 1,244 △ 804 
次年度繰越支払資金 6,718 8,311 1,593 
支出の部合計 26,878 27,886 1,008

支出の部 
科　目 予　算 決　算 差　異 

学生生徒等納付金 11,136 11,138 2 
手数料 709 834 125 
寄付金 380 470 90 
補助金 1,336 1,352 16 
資産運用収入 338 381 43 
事業収入 162 188 26 
雑収入 250 356 106 
帰属収入合計 14,311 14,719 408 
基本金組入額合計 △ 3,868 △ 3,012 856 
消費収入の部合計 10,443 11,707 1,264

消費収入の部 
科　目 予　算 決　算 差　異 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

固定負債 7,503 7,812 △ 309 
　長期借入金 1,390 1,568 △ 178 
　退職給与引当金 6,113 6,244 △ 131 
流動負債 3,930 2,991 939 
　短期借入金 178 173 5 
　前受金 2,373 2,321 52 
　その他 1,379 497 882 
負債の部合計 11,433 10,803 630

負債の部 
科　目 本年度末 前年度末 増　減 

第１号基本金 59,389 57,031 2,358 
第２号基本金 2,500 1,900 600 
第３号基本金 7,774 7,720 54 
第４号基本金 1,084 1,084 0 
基本金の部合計 70,747 67,735 3,012

基本金の部 
科　目 本年度末 前年度末 増　減 

次年度繰越消費収支差額 1,366 2,422 △ 1,056 
消費収支差額の部合計 1,366 2,422 △ 1,056

消費収支差額の部 
科　目 本年度末 前年度末 増　減 

負債の部、基本金の部 
83,546 80,960 2,586 及び消費収支差額の部合計 

科　目 本年度末 前年度末 増　減 

●工学部校舎改修関連費用…16億23百万円

2002年度から2003年度にわたり総額28億46百

万円をかけて大学11・12・13号館の耐震補強な

どの改修を行いました。内装も全てリフォームし、

新築同様となり、教育・研究環境の改善を図りま

した。

●情報教育関連費用…2億61百万円

情報教育関連システムを維持管理していく費用

です。2003年度は教育研究用クライアントサー

バーシステムの入替えの年にあたり、大学7・8号

館のパソコン380台を入替え、最新の状況での

使用が可能となりました。

●大学3号館視聴覚システム改修…1億円

昨年度に引き続き1998年度に設置した大学3号

館MOLL教室システムの入替えを行い、また、使

用頻度の高いCALLシステムを大学3号館405教

室に新設しました。

●GPA制度の導入…16百万円

現在、大学に求められている「成績評価基準の

明示と厳格な成績評価の実施」に対応するため

に、2004年度から国際的な成績評価システムと

して広く採用されているG r a d e P o i n t

Average（GPA）制度を導入するための費用です。

●中学多目的教室棟…31百万円

中学多目的教室棟の完成により、英語の授業を

学習経験に応じ1クラスを2分割し、少人数での

学習が可能となりました。小学校段階で英語の

授業を受けてきた生徒と中学校で始めて勉強す

る生徒をわけ、効果的な学習を行っています。

2003年度に実施した主な事業について
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2月21日（月） 

2月19日（土） 

2月18日（金） 

法学部 

文学部 

理工学部 

2月20日（日） 経済学部 経済経営 
学科 

地歴公民型 280

数学型 65

法律学科 188

政治学科 102

英米文学科 96

日本文学科 67

国際文化学科 80

現代社会学科 80

物質生命理工学科 80

情報科学科 70

エレクトロメカニクス学科 85

2月14日（月） 

2月12日（土） 

2月11日（金） 

2月13日（日） 

試験日 合格発表日 学部 学科・募集人員 出願期間 

経済学部 

法学部 

文学部 

理工学部 

経済経営学科 

法律学科 26

40

政治学科 14

英米文学科 12

日本文学科 8

国際文化学科 10

現代社会学科 10

物質生命理工学科 10

情報科学科 10

エレクトロメカニクス学科 10

11月6日（土） 

審査日 
（2次） 

11月13日（土） 

合格発表 
（2次） 

（実技）10月30日（土） 

（面接）10月31日（日） 

10月23日（土） 

審査日 
（1次） 

10月29日（金） 

合格発表 
（1次） 学部 学科・募集人員 

 　  1月15日（土） 
  　 1月16日（日） 
（大学入試 
　   センター試験日） 

 本学での2次試験は 
 実施しない。 

2月7日（月） 

経済学部 

法学部 

文学部 

理工学部 

経済経営 
学科 

3教科型 40

5教科型 10

法律学科 36

政治学科 24

英米文学科 12

日本文学科 8

国際文化学科 10

現代社会学科 10

物質生命理工学科 30

情報科学科 30

エレクトロメカニクス学科 35

試験日 合格発表日 学部 学科・募集人員 出願期間 

AO マルデス 

【大学】  

C方式：大学入試センター試験利用型 

A方式：3教科型 

【高等学校・中学校・小学校】  

1月4日（火）～1月14日（金） 
（消印有効） 

出願期間 

ただし10月8日（金）は 
本学で窓口受付をお 
こないます。 

9月22日（水） 
～ 

10月7日（木） 
（消印有効） 

高等学校 

中学校 

小学校 

2月10日（木） 約80名 2月11日（金） 第1学年 

国際学級 

募集人員 出願期間 試験日 合格発表日 募集年次 

1月25日（火）～1月30日（日） 

2月14日（月） 第1学年若干名 2月15日（火） 海外帰国子女 2月2日（水）～2月5日（土） 

3月15日（火） 若干名 3月16日（水） 第2学年転編入 3月1日（火）～3月11日（金） 

2004年7月5日（月） 第1学年若干名 2004年7月6日（火） 国際学級（9月期入学） 6月8日（火）～6月15日（火） 

2月1日（火） 
男子約70名 
女子約40名 

2月2日（水） 第1学年 1月20日（木）～1月23日（日） 

男子 
11月1日（月）午前と 
2日（火）～4日（木）の1日 
女子 
11月1日（月）午後と 
2日（火）～4日（木）の1日 

112名（男子56名、女子56名） 11月5日（金） 第1学年 10月1日（金）～10月8日（金） 

1月11日(火） 
第1学年若干名 
第2学年若干名 
第3学年若干名 

1月13日（木） 国際学級（4月期入学） 12月8日（水）～12月14日（火） 

3月5日（土） 8名 3月7日（月） 1月12日（水）～3月1日（火） 第4学年 

12名 

第Ⅰ期 
1月12日（水）～3月1日（火） 

第5学年 
3月5日（土） 3月7日（月） 

未定 未定 

1月4日（火）～1月31日（月） 
（消印有効） 

ただし2月1日（火）に本学で 
窓口受付をおこないます。 

第Ⅱ期 
2005年9月を予定 

二
〇
〇
五
年
度

入
学
試
験
日
程
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所属 
在学生 教職員数 

工学研究科 

経済学研究科 

法学政治学研究科 

文学研究科 

経営学研究科 

法務研究科 

経済学部 

工学部 

文学部 

法学部 

国際教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通 

大学計 

大学院 

学部 

男 女 計 計 専任 非常勤 
－

148
7

11
17
20
52

1,294
1,403

374
1,208
－

4,534
583
470
436
－

－

6,023

－

14
3
5

27
12
19

830
206

1,602
860
－

3,578
409
296
268
－

－

4,551

－

162
10
16
44
32
71

2,124
1,609
1,976
2,068
－

8,112
992
766
704
－

－

10,574

0

－

361

77
438
34
20
8
－

－

500

2

－

583

78
661
81
61
41
3

201
1,050

2

－

16
46
78
46
36
1

223
47
41
33
3

201
550

学園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校 

中学校 

小学校 

養護教諭 

事務・技術・労務職員 

合計 

大学 

■ 在学生および教職員数 （2004.5.1現在）

成
蹊
気
象
観
測
所
が
環
境
大
臣
賞
「
地
域
環
境
保
全
功
労

者
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

六
月
七
日
、
東
条
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
パ
レ
ス
に
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
谷
中
学
・
高
等
学
校
長
が
代
表
し
て
小
池
百
合
子

環
境
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

「
地
域
環
境
保
全
功
労
者
表
彰
」
と
は
、
地
域
環
境
保
全

の
推
進
の
た
め
、
多
年
に
わ
た
り
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

者
・
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
全
国
で
二
十
四

名
・
三
十
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
観
測
所
で
は
、
一
九
二

五
年
以
来
、
今
日
ま
で
継
続
し
て
観
測
を
続
け
て
お
り
、
現

在
で
は
、
中
学
・
高
等
学
校
地
学
科
の
宮
下
敦
教
諭
が
中
心

と
な
っ
て
視
程
観
測
（
富
士
山
・
東
京
タ
ワ
ー
等
が
見
え
る

か
）、
酸
性
雨
観
測
、
桜
の
開
花
観
測
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
気
象
観
測
デ
ー
タ
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
や
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
解
析
す
る
上
で
大
変
貴
重
な

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
環
境
問
題

へ
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
へ
貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
環
境
問
題
に
対
し
長
年
貢
献
し
て
き
た
廣
野
良
吉

成
蹊
大
学
名
誉
教
授
も
、
同
日
、
環
境
大
臣
賞
「
環
境
保
全

功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

成
蹊
気
象
観
測
所
が

環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

学 園 T o p i c s

宮下敦教諭
（中学・高等学校地学科、成蹊気象観測所担当）

お詫びと訂正：学園広報53号7ページ4段目の17行目の「石坂恭彦君」は、正しくは
「石坂泰彦君」です。関係者各位にお詫び申し上げるとともに訂正いたします。
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